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Sllmmary

Thedegradationofdiazoxonbyhomogenatesof

diazinon･resistantHokotastrainand-susceptible

NAIDM strainofhotJSCrlicswasstudied.The

homogcnatcsofltokota straindegraded more

diazoxonthanthoseofNAIDM strain.Itwas

found thatdiazoxonwasdcgradcd todicthyl

phosphate.Theoptimum pHfordizoxondcgra･

dationwasabout7.0.Thereactionwasinhibited

byCu+,Cu'◆,Hg◆.llg◆◆.♪-chloromcrcuribert･

zoicacid,isopropylparaoxon.lndEPN oxide,

butnotSKF-525A.ItappearsthattllCdcgra･

dationofdiazoxonisnotduetomixedfuncliort

oxidaseandglutathionetranslerase.buttopllOS･

phatase. ThehigherrateoEdiazoxon dcgra･

dationbythephospllataSeOfresistantllokota

strainisoneofthemostimportantmechanisms

oiresistance.

Insecticide Resistance in Cutex pI.PienBPattene Larvae OLAmagaszLklClty. Kazuo

YASUTOMI(DepartmentofMedicalEntomology,NationalInstituteo【Health,Shinagawa.Ku,

Tokyo)ReceivedJanuary31,1974.BoLyu･Kagaku,39,59,1974.(withEnglishSummary61)

9. 尼崎産 アカイエ カ幼 虫の殺虫剤抵抗性 安田和田 (田立-予防粥生研究所相生昆虫部) 49.1.

31受理

1971年に穴何県尼崎市七ツ松地区か ら採袋したアカイエカ終令幼虫 について, 殺虫剤抵抗性の故

さを調光した結凪 各種の有機憐剤に敬い交差蛇抗性が認められた.一方, ピレスロイ ド効の LC8.

伯は感受性コロニーの他と大差がなかった.

鈴木 (1968)l)は1967年 8月に自然界から採銀した

アカイエカ幼虫が各種の有機憐剤に抵抗性の強いこと

を発見し,NAコロニーとして報告した.その後.安

富 (1970)2)は1969年に.鈴木の報告と同じ場所 (戻

川県尼崎市七ツ松地区の下水絡)から採塊したコロニ

ーを調べた結果,β-naphthylacetateを加水分解する

活性泳動相が,感受性系統に比べて異常に故いこと.

さらに.この泳動相は phenylacetateや methyl-n-

butyrateのような有機憤エステルをも加水分解する

ことを認めて報告した.

筆者はさらに,1971年8月に同一水域からの幼虫を

入手し,各位殺虫剤に対する交差抵抗性について災映

し,2.3の知見を得たのでここに報告すろ次節であ

ち.

本文に入るに先だち.辛.JI々 の御助石を胸わり,原稲

御校閲の労をとられた田立予,rJJ'紺出研死所術生見虫部

良朝比奈正二郎博士,ならびに,tlも.試描出の採!掛こ御

協力をいただいた尼崎の松見昭雌凪に対して感謝の志

を誠する.

材料および方法

I.供拭昆虫

火験に眺試したアカイエカ Culcx〆PfensI)allens

Coquillettのコロニーは,1971咋8月に穴川9.も尼崎市

七ツ松地区の下水満より,幼虫約500流を採災 したも

のであり,実験室で飼育した 1代目の終令初朋の幼虫

を供試した.

なお,比較対爪IT]の感受性系統としては,1962年以

降累代飼ff巾の出Ffl系アカイエカを用いた.

飼冊ま氾皮25●C.関係氾皮85,%,14時r'TW.(l明の佃

托lh11.円でおこない,幼虫の肘としては火映動物飼ffJT]

凹型飼料.成山には3,%砂地水を与え.産卵のために

はマウスを吸血Wtとした.

2.供試薬剤

実験に用いた殺虫剤は,有機憐剤として diazinon,

fenitrothion,fentllion(Baytex),dichlorvos(DDVP),

malathion,Abate,および,Dowc0-214,塩素系殺

虫剤として r-BHC,ピレスロイド系殺虫剤としては,

pyrethrins,allethrin,phtbalthrin,resmethrin,
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および,Butethrinの合計13種頬で,いずれも工業用

luI(体であり,これらの有効成分をエチルアルコール浴

紋としてtLt試した.

3. 実験方法

火映は蚊幼虫抵抗性を試験する WHO法3)に準じて

おこなった.すなわち,直径9cm,高さ6cmの腰高

シ1･-レに.各班殺虫有効成分の種々な濃度を含んだ

榔別状を 250mL宛入れ,供試虫30頭を投入して,

25●Cのiu皮条件下に24時間放置して生死の観察をお

こなった.この節.頻死状闇の虫は死とみなして死虫

秋に含めた.火駿は5回宛繰返えして平均死亡率を群

山し.ld-plineによって LC50値を求めた.

実験結果および考察

出 1には.㍗-BHC と7種類の有機燐剤に関する実

験純米をとりまとめた.

尼崎Aの旭は.1960年8月に松日脚雌氏が尼崎市七

ツ松地区の蚊助山 (終令)で実験した浪俊一死亡率の

放ifから.後口:作者が LC60を求めて,参考までに掲

げたものであろ.この地は1957年からポウフラ対米と

してのTJJ出城剤の倣布がはじまり,現在までに,dial

zil10n,dichlorvos,malathion,fenitrothion,およ

び LcnthioJlが川いられてきたが,少なくとも1960年

的までは, この地域のポウフラは γ-BHCと3種類の

燐剤 (diazinon,dichlorvos,malathion)に対して

批抗性をボしていないことが額知できる.

それから7咋聞経過した1967年に災験をおこなった

鈴木のl血(尼崎B)は.各班の有機燐剤に抵抗性が発

過したことを示している(鈴木.1968).その後さらに

2畔を維湖した1969年6月に同じ噺獅 らゝ採火した材

料について三拝者がおこなった実験結架では,diazinon

に対するLC60他が0.46ppm であり (Yasutomi,

1970),鈴木の示した値 (0.18ppm)より2.6倍大き

くなっていた.

JEi崎C,すなわち,1971年8月に再度同一地域から

採袋したコロニーについて今回おこなった実験結果を

みると,袈 1のように,尼崎Bに比べてさらに,各種

の燐剤に対する抵抗性が極めて強 く発達したことがわ

かる.尼崎Cと感受性の盟中コロニーとのresistance

ratio(抵抗性比)を求めてみると,γ-BHCでは4.1

倍でそれほど高 くないが,有機燐剤の場合には,

dichlorvos24.7倍,malathion33.2倍, diazinon

42.2倍.fenitrothion83.8倍,ienthion85.7倍とい

う高い値を示した.また,1971年まで,恥 山で全く班

用されたことのない Abateと Dowc0-214の両者は,

LC5.値からみると,実験に供試した燐剤申で奴も有

効な部環に入るが,抵抗性比を計算すると,それぞれ

416.7倍,および1,800倍という非常に大きな伯になり.

過去に伏用された燐剤との強い交差抵抗性と考えるこ

とができよう.

一方,我2には5位封の ピレスロイド系牧山剤の

LCBO値を示したが,燐剤との交差抵抗性は企く認め

Table2.LC8｡Valuesin ppm ofCulex〆〆ens
Pallenslarvaetopyrethroids.

Insecticides (guOsycOen,atfbale) Ama(gla9S7al号iC

Pyretbrins
Allethrin

Phtllalthrin

Resmethrin

Butethrin

025
㈱

脱

015

0

0

0

0

0

0

0.023

0.046

0.089

0.015

0.013

られず,Butethrinの場合には,かえってf･B受性系統

より小さなLC60仙となっている.

なお,表1に示すように,尼崎Cコロニー (1971年

採災)の diazinonに対するLC8.値は1.52ppm で

あったが,この他は,1969年に採袋し.実験畠で51は

代 diazinon淘汰をおこなったコロニーの 1.27ppm

(Yasutomi,1970)をさらに上まわる数字である.

Table1. LC60Valuesinppm ofCulcxpi〆ens♪aLlenslarvaetochlorinated
hydrocarbonandorganophosphoruscompounds.

Inseiticidcs (;uosycoen,atfbale) Ama(gla9S6a.芋iA Ama(gla9S6a7T B Am (gla9S7alT c

γ-BHC 0.085 0.095
Diazinon 0.036 0.030 0.18

Fenitrothion 0.0068
Fenthion 0.0021

Dichlorvos 0.030

Malathion 0.031

Abate 0.0006

Dowc0-214 0.0001
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0.082

0.050

0.013 0.22

0.024 0.37

0.017

35

52

57

18

円

03

お

1

0

1

0

0

0
1

0

0



防 虫 科 学 節 39 巻-TI

文 献

1)鈴木荘 :柁生動物.19,98(1968).

2)Yasutomi,K.:Jab.).SanfL.Zoot.,21,41

(1970).

3)WHOTechnicalReportScrips.413,73(1970).

SummzLry

Thepresentpaperdealswith theresultsoI

experimentsontheorganophosphorusresistant

ColonyofCutexbl'〆ens♪aZLcnscollectedfrom

AmagasakiCity,Hy6goPrefecturein1971.

Theresistancetestswerecarriedoutonthe

firstlaboratorygcncrationby meansoEWHO

methodtotheearly4thinstarlarvae.

TheselarvaeshowedLCMValuesof24.7times

thenormaltoがchloryos.33.2limestomala･

thlLOn,42.2 timestodiazinon,83.8timesto

lcnitrothion,85.7timestofcnthion,416.7times

toAbateand1.800timestoDowc0-214,butthey

werestillsusceptibletopyrethroids.

TheResistantIJe▼eltoSe▼eralInsecticidesofthe EFousefliescollectedfrom Garbage

DumpingPlacesin Tokyo. AkiEumi HAyAsIIIandRokuroKANOU (LaboratoryofMedical

Zoology,TokyoMedical& DentalUniversity)ReceivedMarch25,1974.Boiyu-Kagaku,39,

61,1974.(withEnglishSummary62)

10. 東京都下 ゴミ処理場のイエバエの殺虫剤抵抗性について 林 見史.加納六郎 侠 京医科

鯛科大学医動物学教宴) 49.3.25受理

砂利穴を利用した羽村町のゴミ処理場で荊滞発生したイエバエの対井の1=め柔2出刑拡抗性を調査

した結果.malathion,sumithionに紙抗性が発遜していること. 約3カJlの李‡由利のnMJ'で急速

に抵抗性の発適すろことが明らかになっ1:.

現在.宋石く都田多摩郡羽村町の砂利採取場の砂利穴

にF.TJ辺市町 (群'J穂町,-77桁市.福生Tli)のゴミ.その

他の鵬焚物を投兜し,1g!立作某が純けられている.こ

の地域がハエの発生時糊には大発抑となり.イエバエ

の邦'ILi'I発生を芯超し,周辺氏家に飛来侵入して公告閃

鐙となっている.

この対許として,殺虫剤の散布が計所され.その選

択に際して基礎実験を行ない,この結果にもとすいて

作業を実施して充分な効果が狩られ,また,興味ある

知見を得たので報告する.

木文に入るに際し,種々抑助言をいただいた名古屋

大学名群教授弥宵百三博士,実験に協力された当研究

範の綜永田博士および甘日出正美研究員,採共その他

について抑tit.邪･いただいた関係市町の各位に御礼巾し

上げる.

実験材料および方法

供試薬剤 実験に位mLT:殺虫剤は Sumithion(純

皮98.7%),malathion(純IR95.5,%).DDVP(純度

97.6%),Baytex(純度99.2,06).Pyrethrjnsおよび

allethrinの7樫額である.

供試昆虫 実験に使用したイエバエ Muscadomc･

sEl'caLinni,1758は昭和48年6月21日に羽村町のゴ

ミ処封!EAで採袋した羽村 (I)と夏期に殺虫剤を散布

し,同じ1卯gfで10月18Elに托Lfル た羽村 (I)および

m和･48咋5J]23r]に小_Att節付沖村のゴミ処刑場で採処
した母t:さ系の3コ｡ニーであろ.なお.感受性の比較

のために当研兜範で糾 ℃飼Tf申の四隅系イエバエをm

いた.

実験方法 イエバエ成血での実験は皿'IlYの局所舶用

法によった.災験はtJt試水剤をアセ トンで稀釈し.敬

血旺射抑によりイエバエ雌成虫の胸部門板部に0.5fJl

あて処甥して24時間後に致死率を観察,これよりLD50

値を求めた.

幼虫に対する実験は24時間浸所法によった.実験は

供試薬剤を所定濃度に稀釈し. これ を腰高 シャーレ

(直径9.0cmx高さ5.0cm)に5mLあて入れ.その

巾に終令幼虫を放別して24時間後 の 致死率を税賂

LCBOmを求めた.

実験括果および考察

実験の約凪 成dlに対するLD50促Ⅰは衣1に,幼虫

に対するLC8｡伯は表2に記職した如 くである.

羽村 (Ⅰ)は計画的な殺虫剤散布を実施する以前の

個体群で羽村 (Ⅰ)はハエの発生期間中に DDVP剤,

diazinon剤を多量に散布し, 効果をあげた後に羽村

(I)と同じ場所で採瑛した個体群である.

ゴミ処理場への殺虫剤の散布は約 3カ月であるが
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